
経済学部経済学科
    ｱｯﾌﾟtoﾃﾞｰﾄ 2024.1

経済学科アップtoデート 2024年1月号 発行：岐阜協立大学経済学部

＜自己紹介＞
（高校生へのメッセージ）
皆さん、初めまして。経済学部で国際経済論を担当している高橋直志と申します。皆さんは「高校を卒業した後の進路を
どのように選ぶべきか？」という悩みを抱えている時期かと思いますが、進路の選び方は、大きく言って①なりたい職業か
ら逆算方式で学部を選ぶ、という方法と②とりあえず多様な就職実績がある学部を選ぶ、という２種類に分類できるか、と
思います。経済学部経済学科の場合、どちらかと言えば後者のタイプの学生が多いのですが、前者のタイプの学生、例え
ば入学時から「銀行マンになりたい」「公務員になりたい」と考えている学生も少なからず在籍しております。そうすると、な
ぜタイプの異なる学生が同じ学部・学科で共存できるのか、不思議に思うかもしれませんが、この懐の深さこそが経済学部
の魅力の一つではないか、と（昔から）考えています。経済学部には、「目標を定めて最短距離を走るも良し」「あちこち寄り
道しながら卒業後のことを考えるも良し」と言えるくらい多彩な科目群が用意されております。いろいろな人の意見を吸収し
ながら、一回りも二回りも大きな人間になりたい、という積極性のある学生の入学を心待ちにしております。岐阜協立大学
経済学部で、一緒に頑張りましょう！

（人生の道のり）
第１次オイル・ショックの翌年に仙台で生まれ、幼稚園から高校までを岐阜で過ごす。大学・大学院は京都にて学生生活
を送り、15年前の春に岐阜へ戻って来て、７年前に岐阜経済大学（現：岐阜協立大学）に着任した。大学に入学した頃は、
バブルの余韻が薄れつつあった時期ではあったものの、インターネットが日本で普及し始めたこともあって世の中全体が
大きく変わりそうな予感を漠然と抱いていた。その一方で、就活のルールが突然変わった（＝就職協定の廃止）り、アジア
金融・通貨危機が勃発（＝経済グローバル化の怖さを実感した出来事のひとつ）するなど、目まぐるしく変わる社会の現実
に強い戸惑いを感じていた。ゼミでの研究テーマや職業選択が定まらないまま、「これから何がしたいのか？」と自問自答
する時間が増えていた頃、図書館に通う習慣がつき、南北問題に興味を持ち始めてから徐々に大学院進学を考え始めた
ことが、現在の職業に繋がる道を歩むきっかけとなった。いつの時代でも夢中になれるものに遭遇することは貴重な機会で
あり、その一方で人生は偶然に左右される要素も大きい、とすっかりおじさんになった今でもつくづく感じる。

（趣味）
読書、旅行、囲碁、音楽鑑賞、散歩

（大切にしていること）
どんなに忙しい時でも、社会の中における己の立ち位置を自覚し、人生の大きな方向性を見失わないこと。そして、自分
なりの意見を持つこと。

（座右の銘）
「流水は腐らず」（『呂氏春秋』）

（最近感じた小さな幸せ）
子供の頃から「不便な街」と思っていた岐阜において、道路整備がここ2～3年の間で急速に進んでいる、と感じた瞬間。
元々、出不精になりつつあった時期にコロナ禍に見舞われ、県外に出張することが激減したことにより、図らずも地元の暮
らしやすさを冷静に見つめ直すきっかけを得た、と感じている。

＜教員紹介＞ 高橋 直志

担当科目（2023年度の担当）

(専門科目)国際経済論西洋経済史アメリカ地域研究ヨーロッパ地域研究
開発途上国研究(以上２年生以上を対象)
比較経済システム論（３年生以上を対象）

(演習) 基礎演習(1年生対象)演習Ⅰ(2年生対象)演習Ⅱ(3年生対象)

＜担当科目の紹介＞

国際経済論……貿易と国際金融を切り口としながら、経済グローバル化が我々の生活に及ぼす影響について、自力で考
察するための基礎知識を伝授します。
西洋経済史……15世紀末～20世紀初頭の時代に焦点を絞りつつ、欧米が主導してきた経済グローバル化の光と影の両
面に関して、冷静に考察します。
ヨーロッパ地域研究……20世紀後半における欧州統合の歴史を振り返りつつ、大きな曲がり角を迎えた現在について、
様々な角度から分析を試みます。
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＜入学者に期待すること＞

日本経済にせよ、世界経済にせよ、先行きが不透明な時
代を生きる世代であるからこそ、自分の頭で考えて、自ら
行動する人となって下さい。どんな時代でも「人生は選択
の連続」です。大学は自由に使える時間が多く、腰を据え
て興味・関心のあることに向き合うことができる良い機会（
＝人生の夏休み）です。何をどれだけ頑張るかは（最終的
には）各自が決めることではありますが、大学を卒業する
時に「これだけはやりきった！」と言える人になって下さい。
若い間は失敗を恐れずに挑戦を続けながら、社会に対す
る視野を広げることが肝要です。そうした経験の積み重ね
が、将来において何物にも代えがたい人生の糧となり、苦
しい時の心の支えとなるでしょう。

＜ゼミの紹介＞
基礎演習……様々な経済・社会問題に興味を持つことを目的としなが
ら、文献や新聞記事の輪読を進め、身近な問題や時事問題などを題材
にゼミ生と議論を進める。
（ 2 0 2 3年度のテキスト）山田昌弘（2 0 2 1 ） 『新型格差社会』朝日新書．
 

演習Ⅰ……国際経済に関連した文献を輪読することで専門知識の拡
充しつつ、時事問題などを題材にゼミ生と議論を深めていく。
（ 2 0 2 3年度のテキスト）沢辺有司（2 0 2 2 ） 『図解 いちばんやさしい地
政学の本』彩図社．

演習Ⅱ……ゼミナール大会（学内行事）の準備に取り組む。適宜、時
事問題に関する議論を深め、これと併行する形で就職関連の情報を提
供する。ゼミナール大会終了後、報告内容を論文の形にまとめる。
（過去の報告テーマ例）
リニア中央新幹線に将来性はあるのか？
自動車における自動運転の可能性
京都市におけるオーバーツーリズムの現状と課題

演習Ⅲ……就職活動が終了した後、ゼミ生各自で卒業研究に取り組
む。研究を円滑に進めるために、適宜アドバイスをする。
（過去の卒業研究テーマ例）
教育格差と経済格差の関連性
アパレル業界の現状や今後の課題
ベーシックインカムは格差社会を是正できるか

アメリカ地域研究
建国の時代から現在に至るまでのアメリカの激動の歴史について、「覇権国に
相応しい条件とは何か？」という問題意識を下敷きにしながら解説をします。

開発途上国研究
地球規模の南北問題について、全体的な特徴を大きく把握することからスタート
しつつ、途上国が抱える各地域固有の課題に関しても解説します。

比較経済システム論
主に20世紀後半から現在に至るまでの新興国・途上国の歩みを、政治や社会
の面からも分析し、あるべき社会の姿を考察します。

担当科目の紹介(続き）


	スライド 1
	スライド 2

